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夏休みまであと少し…。暑さも日に日に厳しくなってきました。 

本を読むことで、いろいろな体験をし、様々な人生に出会うことができます。 

また、いろいろなことに興味を持ち知識や教養を身に付けてほしいものです。 

 

 

 

 

 

 

創作ミニ絵本・しかけ絵本展示会開催 

３年生が家庭科の授業で創作ミニ絵本をつくり 

ました。 しかけ絵本も合わせて展示します。 乞うご期待! 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

I have loved reading books since I was very little. Books are a great way to 
learn about language and the world. Sadly, I don't have much time to read 
nowadays, but I always try to pick up a book when I have free time. 
Regardless, I want to share two important books with you: Le Petit Prince and 
Wuthering Heights. 
 
Le Petit Prince is a small book written by the French author Antoine de 
Saint-Exupéry. It tells a beautiful story that kids and grown-ups can enjoy. 
The book is about a little prince who travels to different planets. Along the 
way, he meets interesting characters and learns important lessons about life.  
 
Wuthering Heights is another book I want to talk about. It was written by 
Emily Brontë. This book tells a dark and passionate story set in the English 
countryside. It's about two families, the Earnshaws and the Lintons, and the 
intense love and tragedy that unfolds between them. I recommend this book if 
you like ghost stories and/or love stories!  
 
These books are special to me, and I hope you can discover their magic too.  
 
Have you thought about studying languages using books before? When I was 
studying Spanish, I read part of Harry Potter in Spanish, and also read various 
writers from Latin America, like Isabel Allende and Gabriel Garcia Marquez. 
It’s best if you can read books in the language writers meant for them to be 
read.  
 
Now, I’m reading the books of Japanese writers such as Murakami, Kawabata, 
Mishima, and Soseki. I’m reading them in English of course, but maybe one 
day I’ll be able to understand them in Japanese if I study hard!! For now, I’ll 
read simple manga like “Yotsuba” and other children’s books to practice. 
What book would you read first if you were fluent in English?  
 

A book is a device to ignite the imagination.  

                                                Alan Bennett   

 
夏期休業中の図書館の開館について 
開 館 日：７月２１日（金）～８月 ４日（金） 

          ８月２１日（月）～８月３１日（木） 
          ただし、土・日・祝日は除く  
開館時間：９時～１２時 

 
夏期休業中の本の貸出について 
 貸 出 冊 数：一人原則として１０冊まで 

 最終返却予定日：９月１日（金） 

 

 

リレーコーナー ALT Elina Turner 

開催期間：７/７～7/３１ 

場  所：本校図書館 

 

絵本は絵と文章のコラボレーション。 

絵と文章が仲良く手を取って、あるいは激し

く反発しあって、あるいはまったく関係なさそ

うなふりをして、ひとつの世界を創りあげる。 

 

 

 



 

 『鬼妃（きひ） 
～「愛してる」、は怖いこと～』                         

 

 

 

 

 

 

 

 

怪談朗読を投稿したら、 

幼馴染が死にました。 

「あんたのせいで、智景
ち か げ

は死んだ
・ ・ ・

」 

動画サイトに怪談朗読を投稿して 

いる大学生の亜湖
あ こ

。 

幼馴染の葬儀で告げられたのは信じられない一言だった。投稿した怪談朗読で語っ

た鬼にまつわる村の言い伝え。それは話すと祟られる「忌
い

み話」だった…。     

1 年 5組 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本語訳） 

私は幼い頃から本を読むのが大好きでした。 本は言語と世界について学ぶのに最適な

方法です。 残念ながら、最近は本を読む時間があまりありませんが、暇なときはいつも本

を読むようにしています。 それはともかく、私は ２冊の大切な本、『星の王子さま』と『嵐

が丘』を皆さんと共有したいと思います。 

 

『星の王子さま』は、フランスの作家アントワーヌ・ド・サン＝テグジュペリによって書かれ

た小さな本です。 子どもから大人まで楽しめる美しい物語です。 この本は、さまざまな惑

星を旅する小さな王子についての物語です。 その過程で、彼は興味深い登場人物に出会

い、人生についての重要な教訓を学びます。 

 

『嵐が丘』についてもお話したいと思います。 エミリー・ブロンテによって書かれました。 

この本はイギリスの田舎を舞台にした暗くて情熱的な物語です。 これは、アーンショー家と

リントン家という ２つの家族、そして彼らの間で繰り広げられる激しい愛と悲劇についての

物語です。 怪談やラブストーリーが好きならこの本をお勧めします！  

 

これらの本は私にとって特別なものであり、皆さんにもその魅力を発見していただければ

幸いです。 

 

本を使って言語を勉強することを考えたことはありますか? スペイン語を勉強していたと

き、ハリー・ポッターの一部をスペイン語で読んだほか、イザベル・アジェンデやガブリエ

ル・ガルシア・マルケスのようなラテンアメリカのさまざまな作家も読みました。 作家が書

いた言語で本を読めるのがベストです。 

 

今、私は村上、川端、三島、漱石などの日本の作家の本を読んでいます。 もちろん英語

で読んでいますが、頑張って勉強すればいつか日本語でも理解できるようになるかもしれ

ません!! とりあえずは『よつば』などの簡単な漫画や児童書を読んで練習してみます。  

皆さんは英語が流暢だったら最初に読む本は何ですか? 

 

「本は想像力に火をつける装置である」      

                                 イギリスの劇作家 アラン・ベネット   

図書委員のいちおし図書  
             

リレーコーナー 

クラス別 図書貸出状況  （令和５年４月～６月） 貸出冊数 

 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 合計 

１年 ３３ １０１ ４３ １５５ ２９ ３６１ 

２年 ２５ ４ ６１ ２ 23 115 

３年 55 60 13 77 31 236 

教職員      101 

 

ALT エリーナ・ターナー 

めちゃくちゃおもしろくて 

謎が解けていくにつれて、話

の印象が変わるので、読書好

きさんにはもってこいです！ 

鉈手 璃彩子著 

メディアワーク文庫 

KADOKAWA 


